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日本安全保障戦略研究所（SSRI）と 

台湾国防部整合評估司（整評司）との意見交換会 

 

SSRIは、2022年 12月に台湾国防大学及び台湾国防安全研究院との意見交換

の目的で台湾を訪問した機会に、台湾国防部整評司（Department of Integrated 

Assessment、総合評価局）との意見交換を行った。この意見交換には、国防部

軍事情報局（J２）からも参加者があり、その概要は下記の通りである。 

なお、国防部整評司は、さまざまな国防研究や政策立案の参考となる国際戦略

環境を分析するとともに、国防資源の統合・配分評価等を行い、将来を見据えた

総合的かつ合理的な意思決定に資するよう国防部長へ必要な提案を行う。 

また、外国シンクタンクなどとの連携を図りつつ留学生を派遣するなどの業

務を担任している。 

意見交換会の概要 

〇日時：2022年 12月 14日（水）1400～1530 

〇場所：台湾国防部整評司 

〇参加者： 

＜日本側＞ 

樋口譲次副理事長（団長）、小川清史・矢野一樹・小野田治各上席研究員、 

邱伯浩研究員 

＜台湾側＞ 

 整評司 数名（含むＪ2部員） 

〇テーマ：台湾と日本の安全保障・防衛の交流 

〇成果； 

・テーマに沿って極めて有意義な意見交換を行うことが出来た。 

・防衛大学校や陸海空幹部学校、防衛研究所への留学生派遣また武器・技術交流

などの可能性が話題となった。なお、SSRIへの留学生派遣については具体化す

る方向で意見が一致した。 

・また、今後、定期的に意見交換の機会を設けることでも意見の一致を見た。 

〇歓迎晩餐会 

 12 月 14 日の意見交換会に先立ち、13 日夜、整評司主催の歓迎晩餐会が催さ

れ、日台の安全保障・防衛交流や協力について和やかに内に意見交換を行った。 
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〇その他組織との交流 

・12月 14日、軍事基地見学の一環として、首都防衛の重責を担う憲兵指導部を

訪問し、憲兵刑事鑑識センターと憲兵隊史館を視察した。 

 

・12月15日、台湾国軍退除役官兵輔導委員会 馮世寛主任委員を表敬訪問した。 

 

 

・12 月 16 日（AM）、台湾国防部が管理する国立軍人墓地（新北市、五指山） 

において同管理隊長の指揮の下、特別に故李登輝元総統の慰霊式を挙行いただ 

き、献花・拝礼して慰霊の誠を捧げた。 

式典後、風雨の中、慰霊式を準備して呉れた管理隊長以下の隊員各位に心か 

らの感謝の気持ちをお伝えしてお別れした。 
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